
第５４回生活と環境全国大会に出展！！財団法人日本環境センター主催

生活と環境全国大会

【開催概要】

目 的 ： 環境、廃棄物・リサイクル、生活衛生の分野で様々な

活動に携わる行政、産業界、国民等の関係者が参集し、

顕彰と報交流を通じて、環境保全の普及啓発を行います。

日 程 ： 平成２２年１１月１５日（月）～１７日（水）

会 場 ： 神戸国際会議場（兵庫県神戸市）

主 催 ： 財団法人日本環境衛生センター

後 援 ： 環境省／厚生労働省／兵庫県／神戸市

(関連・併催行事)

関連行事：●第３回アジア３R自治体間ネットワーク会合

●公開座談会「大震災等における災害時の環境衛生対策」

併催行事：●全国環境衛生・廃棄物関係課長会 部会

○環境衛生部会

○廃棄物部会

●全国環境衛生・廃棄物関係課長会 総会

●全国環境衛生職員団体協議会 常任幹事会

●全国環境衛生職員団体協議会 総会

フジ式盛土材圧密成形工法は、他の再生方法と比較しCO2排出量が極端に少なく、温暖化防止に大きく貢献し

ています。また、受け入れた廃棄物の全量を原材料として再生品（フジ式盛土材）を製造すると同時に、最終処

分場という区域で全量使用する為、他の再生品と異なり、市場の需要不足により再度廃棄物として最終処分（埋

立て）に回ることは一切無く、１００％のリサイクル率を達成しています。

展示会 ㈱フジコーポレーションブース

㈱フジコーポレーションは、財団法人日本

環境衛生センター様からリサイクル製品製造

企業として出展依頼を頂き、第５４回生活と

環境全国大会の展示会に初出展いたしました。

生活と環境全国大会は、同センターが主催、

環境省、厚生省などが後援し、環境、廃棄物

・リサイクル、生活衛生の分野で、様々な活

動に携わる行政、産業界、民間等の関係者が

参集し、顕彰と情報交流を通じて環境保全の

普及啓発を行うことを目的とした全国規模の

大会です。

今回の出展要請は、弊社が独創的な技術と

環境保全に取り組む姿勢が高く評価された結

果です。

日
本
初
！！

弊社独自の特許技術により、今まで困難であった最終処分場の「地盤再生」を可能

にしました。この再生プロセスは、いままでの最終処分場の歴史や今後の最終処分

場に対しての価値観を大きく変えると考えています。

最終処分場の地盤再生リサイクルを強力アピール！！

来年度（第５５回生活と環境全国大会）は、下記の会場および日程での開催が予定されています。 ㈱フジコー

ポレーションは既に廃棄物リサイクル企業としての参加要請を頂いており、弊社も出展を予定しています。

○開催予定地 ：宮城県仙台市 仙台国際センター ○開催予定日 ：平成２３年１０月２４日（月）～２６日（水）

○参考URL     ：http://www.jesc.or.jp/work/taikai/index.html

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 次回（第５５回）生活と環境全国大会のお知らせ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 再生方法別リサイクル量とCO2排出量の比較 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

1.  神戸山手大学・兵庫県

2.  ふろしき研究会

3.  ＮＰＯ法人エコネットふくおか

4.  社団法人兵庫県産業廃棄物協会

5.  社団法人兵庫県水質保全センター

6.  環境省近畿地方環境事務所

7.  神戸市環境局資源循環部

8.  兵庫県農政環境部環境管理局環境整備課

9.  財団法人日本環境衛生センター

10. 株式会社タクマ

11. 日立造船株式会社

12. 株式会社プランテック

13. 新日鉄エンジニアリング株式会社

14. 三菱重工環境・化学エンジニアリング株式会社

15. 川崎重工業株式会社

16. 株式会社神鋼環境ソリューション

17. 株式会社川崎技研

18. 荏原環境プラント株式会社

19. 株式会社フジコーポレーション

20. NPO法人こども環境活動支援協会・株式会社大栄

21. 花田技研工業株式会社

22. 環境省 循環型社会地域支援事業

23. 住友化学株式会社

24～25. 冷媒回収推進・技術センター

26. 一般社団法人フロン回収推進産業協議会

27～28. 兵庫県フロン回収・処理推進協議会

29. 財団法人ひょうご環境創造協会

30. 兵庫県立コウノトリの郷公園

P1. ＮＰＯ法人Ｃ・キッズ・ネットワーク

P2. 株式会社環境新聞社

P3. 一般社団法人全国給水衛生検査協会

P4. ３Ｒ・低酸素社会検定実行委員会

19. 株式会社フジコーポレーション

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 生活と環境展示会 出展者一覧 ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

従来の埋立処分から脱却

し進化する最終処分場の

姿を『循環の扉』パンフ

レット、大型スクリーン

での技術概要の常時放映

を通し理解して頂き、多

数の全国の環境に係る

方々から大きな賞賛を頂

きました。


